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一般推薦入学試験の合格者発表

10月30日(金)に令和３年度入学一般推薦

入学試験（44名応募）を行い、11月12日(木)

に41名の合格者を発表しました。その結果、

９月30日(水)に実施した農業系高校後継者

特別推薦入学試験合格者を合わせ、52名が

推薦入学試験に合格しました。

本年度の受験生の特徴として、①全受験

者のうちオープンキャンパスや緑の学園研

修に参加した受験生が98％、②同じく農業

関係高校からの受験生が83％でした。さら

に、③農家子弟が24％（特別推薦を含める

と40％）となり、専攻別では、露地野菜、

施設野菜、作物、酪農の各専攻に多くの希

望が集中しました。

試験当日は受付時に検温と体調の確認を

行いました。受験会場も受験生同士の間隔

を空けて待機してもらいました。午前中に

小論文試験を実施しました。出題されたテ

ーマは、愛知県の農業の特色や、その特色

を活かした考え方を問うものでしたが、制

限時間いっぱいまで取り組む姿が印象的で

した。午後からの面接では、試験の直前ま

で準備してきた資料に目を通し、面接の所

作を確認する姿がうかがえました。

受験生一人一人の熱意がひしひしと伝わ

る入学試験となり、受験生もやり切った思

いが強く、会場をあとにする際に、「来年

度お世話になります」と笑顔であいさつを

していく受験生もいました。

合格した受験生は、コロナ禍で思い描い

た高校生活が叶わず心の整理が難しい中、

努力を積み重ね力を発揮されました。来春

からは農大生です。農大職員一同、共に農

業を学べる日を楽しみにしています。

（学務科 近藤 靖之）

派遣実習を終えて！

農学科１年生の農家派遣実習の終了式を

10月23日(金)に行い、冬休みに実習する学

生などを除き39日間の派遣実習を終えるこ

とができました。これもひとえに、受入農

家の皆様や農業改良普及課など関係機関の

御支援と御指導の賜物と深く感謝していま

す。

本年度は、新型コロナウイルス感染拡大

で、受け入れてもらう側も受け入れる方も、

例年とは異なる特別な配慮が必要となりま

した。感染者の発生やそれに伴う実習の中

止等の可能性も危惧されましたが、各人・

各段階での対策により、大きな問題もなく

無事実習を終えることができ、安堵してい

ます。

学生は、それぞれの受入農家において、

作業効率やスピード、経営の工夫や考え方、

最新の作業機械や情報収集機器などに接

し、思考から技術まで多くを実地で学びま

した。アンケートでは、「農大とは桁違い

の作業量や集中力が求められる中、予測し

て動く必要性やコミュニケーションの重要

性が身にしみた」「もっと学びたいという

意欲がわいた」「作業効率を考えるように

なった」等、自身の変化や成長を実感して

いました。

受入農家の学生評価は、「非常に良くで

きた」や「良くできた」が大部分で、ほと

んどの受入農家からは今後も受け入れても

よいとの回答でした。その一方で、学生全

体の、集中力の持続性の問題や、あいさつ

をはじめとしたコミュニケーション能力の

不足、非農家や農業高校以外の出身学生の

農業経験が少ないことからの知識や技術の

不足、等の指摘もありました。

このような状況を考慮しつつ、今後も受

入農家の方に御協力いただけるよう、また

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/ 〒444-0802 岡崎市美合町並松1-2



学生にはより実り多き実習となるよう、派

遣実習の目的や位置づけを明確にしたいと

考えています。

（農学科 川上 幸裕）

県 外 学 習

高冷地での栽培技術や新時代の

販売戦略を学ぶ in 長野・岐阜

（鉢物・緑花木専攻、切花専攻）

10月８日(木)・９日(金)の２日間、鉢物

・緑花木専攻及び切花専攻の２年生17名

が、長野県及び岐阜県へ県外学習に出かけ

ました。

１日目の８日(木)は、愛知県とは異なる

高冷地での栽培技術や経営戦略を学ぶた

め、長野県飯田市を訪れ、カーネーション

やユーカリを生産している関島和幸氏の圃

場と、シクラメンやアジサイを生産してい

る木下直則氏の圃場を見学しました。関島

氏と木下氏には、温暖地とは異なる高冷地

の栽培方法や、販路確保ために出荷先の小

売店との連携が重要であることなどについ

てお話しいただきました。学生は、農大の

実習で学んでいることとの違いや、現場で

の創意工夫を感じ取り、熱心に話を聞いて

いました。

［関島氏の圃場で説明を聞く学生］

２日目の９日(金)の午前は、岐阜県瑞穂

市でサボテン等の多肉植物や観葉植物の生

産・販売を行っている、株式会社岐孝園を

見学しました。代表取締役の加藤孝義氏に

は、消費者に正確な情報を知らせながら販

売していくこと、消費者の嗜好の多様化に

合わせ多彩な商品を開発すること、SNS
を使った情報発信が重要であることなどに

ついて御講演いただきました。また、サボ

テン等の鉢物が生産されている様子を見学

し、学生は、生産規模の大きさや、多様な

商品ラインナップに驚いていました。

［岐孝園で加藤氏の講演を聞く学生］

２日目の午後には、岐阜県可児市の花フ

ェスタ記念公園に立ち寄り、多くの種類の

バラが栽培されている庭園や、温室内のテ

ーマ展示などを見学しました。

２日間にわたって、学生は様々なことを

見聞きし、花きの生産・販売についての理

解を深めることができました。今回学んだ

ことを、残り少ない農大生活のみならず、

卒業後にも活かして活躍してくれることを

期待しています。

（農学科 原 知明）

自然栽培と石川県の果樹について

学んできました（作物専攻、果樹専攻）

10月28日(水)、29日(木)に作物専攻の２

年生８名、果樹専攻の２年生14名が県外学

習で、のと里山農業塾研修所、石川県農林

総合研究センターを視察しました。

１日目、のと里山農業塾研修所では、Ｊ

Ａはくいの担当者から自然栽培事業につい

て説明していただいた後、研修ほ場を見学

しました。その後、砂山ぶどう園で自然栽

培を実践した種有ぶどうのほ場見学を行い

ました。
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［ＪＡはくい自然栽培事業の説明を受ける様子］

［砂山ぶどう園の見学の様子］

２日目、石川県農林総合研究センターで

は、会議室にて概要説明および果樹活動事

例について説明を受けました。概要説明で

は当センターで育成された品種の紹介とコ

メの低コスト生産技術、ＩＣＴを利用した

ほ場管理システムの研究などの説明を受け

ました。また、果樹活動事例ではブドウ「ル

ビーロマン」およびナシ「加賀しずく」の

育種と普及方法、販売戦略について学びま

した。

ＪＡはくいでは、普段触れることので

きない自然栽培事業についての説明を受

［石川県農林総合研究センターで説明を聞く様子］

け、興味を持ちながら聞いていました。

作物専攻では無農薬・無化学肥料栽培に

取り組んでおり、栽培面でのアドバイス

も受けることができ大変参考になりまし

た。

石川県農林総合研究センターでは、ぶど

う「ルビーロマン」などの新品種の開発エ

ピソードを聞くことができ、良い品種を作

るだけでなく、ブランド化や販売戦略の重

要性を学ぶことができました。

普段見ることができない場所を視察した

ため、学生たちは興味深く見学していまし

た。見学後には、活発に質問が交わされ有

意義な視察となりました。

（農学科 佐野 達也）

校 外 学 習

花きの最新試験研究と観葉の高品質栽培

を学ぶ（鉢物・緑花木専攻）

鉢物・緑花木専攻の２年生(８名)が、11

月２日(月)に校外学習として、愛知県農業

総合試験場と、豊田市の観葉植物農家２戸

を視察しました。

農業総合試験場では、はじめに花き研究

室の二村室長から花きの主な試験概要につ

いての講義を聴き、その後ほ場で真野研究

員からポインセチアやシクラメン、服部研

究員からコチョウランの試験内容について

説明を受けました。ポインセチアでは輸出

に向けた輸送時の葉の黄化や根傷み防止技

術、コチョウランでは夏場の冷房経費削減

技術について研究しており、新技術の開発

に向けての取組に、学生は興味深く話を聞

いていました。

農家視察ではポトス栽培の鈴木孝三氏、

モンステラ栽培の近藤征広氏のほ場を見学

し、栽培方法や経営方針等について話して

いただきました。同行の松野普及指導員よ

り、二人とも高品質・安定出荷により市場

から高い評価を受けていると聞き、実際に

生産物を見て葉のツヤやボリューム、草姿

の美しさに感心しました。オリジナルの土
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作りや丁寧なかん水、植物に合った環境制

御や病害虫防除など、きめ細やかな管理が

なされていると同時に、大量の鉢を自家労

力だけで管理して周年出荷していること

に、学生は驚いていました。

［ポトス経営の鈴木氏の話を聞く学生］

長らく花き業界は厳しい状況だと言われ

てきましたが、長年培われた農家の篤農技

術と今日の課題解決のための新技術を融合

させていくことが、現状突破のカギになる

と感じました。

（農学科 坂場 功）

田原市の切花農家から様々な新技術

について学ぶ（切花専攻）

11月12日(木)に切花専攻２年生が、切花

の栽培技術、新技術を学ぶ目的で、東三河

農林水産事務所田原農業改良普及課管内の

カーネーション農家とキク農家へ校外学習

に行きました。

カーネーション農家の本多清和氏は、新

技術の導入に積極的な方で、ハダニの増殖

を抑えるためのＬＥＤ電球による紫外線照

射を行ったり、土壌改良のための様々な資

材を導入していました。栽培しているカー

ネーションは、茎が太く、まっすぐな高品

質のもので、学生は皆、感心していました。

品種は「ムーンライト」や「ジミー」など

スタンダード系を中心に土耕や隔離ベッド

で栽培していました。

［カーネーションの新技術導入について説明を聞く学生］

キク農家の夏目佳史氏は、二酸化炭素施

用を行ってキク栽培を行っており、温室内

の二酸化炭素濃度や温湿度がモニタリング

できるＩＣＴ機器の「あぐりログ」によっ

て濃度を確認しながら高品質のキクができ

るように工夫していました。品種は、「精

の一世」と「神馬」の２品種に絞って栽培

していました。冬季の温度管理や電照方法

についても話を聞くことができました。

［キクのＩＣＴ機器（あぐりログ）について
説明を聞く学生］

今回の視察先は、どちらも新技術の導入

に積極的な切花農家であり、学生は、品質

の高いカーネーションやキクを作る現場の

様子を熱心に視察しました。

農家が様々な工夫をしていることに感心

したとともに、新技術の導入状況を知るこ

とができ、有意義な校外学習となりました。

（農学科 近藤 満治）
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玄米の品質分析手法を学ぶ

（作物専攻）

作物専攻の２年生８名を対象とした校外

学習として、玄米の品質分析手法（近赤外

分析器による玄米蛋白質含量の測定、穀粒

判別機を用いた玄米外観品質の評価）につ

いて学習するため、11月２日(月)に愛知県農

業総合試験場作物研究部作物研究室を訪問

しました。

柏木技師より、近赤外分析器・穀粒判別

機の使用方法についてレクチャーしてもら

った後、学生を２班に分けてプロジェクト

研究で使用する玄米の分析を行いました。

測定後は、粒数カウンターで千粒重と水分

計で水分の測定を実施しました。

［近赤外分析器での分析の様子］

［穀粒判別機での分析の様子］

学生たちは慣れない機械の操作に最初は

戸惑っていましたが、次第にスムーズに使

用できるようになりました。測定値につい

て、正常値がどの程度か説明しながら分析を

行い、おかしい値が出た場合には再分析を行

う等、臨機応変に対応しながら各自のサン

プルについて分析を行うことができまし

た。

分析終了後は作物研究室の取組概要につ

いて説明を受け、愛知県での最新の研究内

容を学ぶことができ、有意義な校外学習と

なりました。

（農学科 古川 恵）

ブルーベリーについて学んできました

（果樹専攻）

10月19日(月)、豊田市北東部の旧稲武地

区でブルーベリー狩りなどをメインに経営

している「ブルーベリーのこみち」へ視察

に行きました。従業員の方から園内を案内

していただき、仕立て方や土づくりについ

て説明していただきました。

園内を見学

した後は、同

じく当園が経

営しているケ

ーキ屋（こみ

ちのケーキ屋

さん）に場所

を移し、園主

の杉田雅子さ

んから就農に

至った経緯や

経営内容につ

いて説明して

いただきまし

た。雅子さんの農業にかける熱意に触れた

学生からたくさんの質問があり、その都度、

丁寧に回答していただきました。学生にと

って、大変有意義な視察となりました。

（農学科 佐野 達也）

［視察の様子］
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トマトの栽培現場技術を学ぶ

（施設野菜専攻）

10月29日(木)に施設野菜専攻２年生(13

名)が校外学習として、ＪＡあいち経済連

苗センター、ＪＡ豊橋トマト部会農家、営

農支援センターを視察しました。

苗センターでは、効率的な接ぎ木技術、

苗生産をする上での病害虫対策について説

明を受けました。学生からは、病害虫の対

策の仕方や接木の成功率を上げる方法につ

いてなどの質問が出ました。

［接木について説明を受ける学生 (苗センター）］

農家視察では、ＪＡ豊橋トマト部会 池

田部会長のほ場を視察しました。池田氏は、

家族労力５名、パート１名の家族経営であ

りながら、85ａの大規模経営を行っており、

学生から池田氏の経営に関する考え方への

質問が数多く出ました。池田氏から学生に

①作業を先回りで行い、質の悪い仕事を行

わないこと、②作業を好きになること、③

ほ場で観察すること、を大切にするよう話

があり、実績のある農家からの言葉に学生

は熱心に話を聞いていました。池田氏から

トマト管理作業に関する指導もあり、紐を

結ぶ早さ、誘引の早さ、正確さを見て学生

も刺激を受けた様子でした。

［池田氏から誘引について説明を受ける学生］

トマト生産の盛んな豊橋での視察には気

付かされる部分が多く、学生とともに今後

のトマト栽培に活かしていきたいと思いま

す。

（農学科 小嶋 博樹）

加 工 演 習

続・フラワーアレンジメントの制作を学ぶ

（鉢物・緑花木専攻、切花専攻）

鉢物・緑花木専攻及び切花専攻の２年生

は、花きの活用方法を学ぶため、「農産加

工演習」の一環として、フラワーアレンジ

メントを年間５回にわたり学習していま

す。安城市で教室を主宰する木村講師をお

招きし、アレンジメント、コサージなどの

制作やデザインの基礎について御指導をい

ただいています。

11月10日(火)に本年度最後の演習が行わ

れ、シュトラウス（ドイツ式の花束）や、

サンクスギビングデー（収穫祭）の飾りを

制作しました。

シュトラウスは、錦木を井桁に組んだ枠

にフラワーワイヤーで持ち手をつけたもの

の中に花材を束ねていく形式のアレンジメ

ントです。吸水性スポンジを土台として全

体の形を作っていくという、過去４回の演

習で扱った形式のアレンジメントとは異な

る制作方法であり、制作の難易度もやや高

めと思われましたが、学生は木村講師の説

明をよく聞き、時には隣の学生と助け合い

ながら、すんなりと作品を完成させていき

ました。

［学生が作成したシュトラウス］
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また、サン

クスギビング

デーの飾りで

は、稲穂を軸

に据え、中心

に麻紐とワイ

ヤーで作った

飾りと花材を

組み合わせた

壁掛け式の作

品を作りまし

た。

初回の演習

では花材や道

具の扱いに慣

れておらず、

苦戦を強いら

れる学生も多

く い ま し た

が、演習を重

ねるごとに上

達していく姿

を見て、学生たちの潜在能力の高さに感心

しました。当専攻の本年度の農産加工演習

はこれで終わりですが、この演習で学んだ

ことを、様々なことに応用していってほし

いと願っています。

（農学科 原 知明）

ハム・ソーセージづくりをしました！

（酪農専攻、養豚・養鶏専攻）

畜産課程（酪農専攻、養豚･養鶏専攻）

の２年生が、10月19日(月)と28日(水)、29

日(木)の計３日間、県畜産総合センターＯ

Ｂの柴田良一先生を講師に迎え、畜産物の

加工方法を学ぶ農産加工演習を実施しまし

た。

初日は、ハムを作るために豚のもも肉を

香味野菜と調味料に漬け込み、１週間後に、

その漬け込んだ豚もも肉を整形・ボイル加

熱して、ハムを完成させました。

また、並行してソーセージづくりも行い

[手本として木村講師が作成した
サンクスギビングデーの飾り]

ました。豚ひき肉と調味料を練り上げて人

工腸に詰める作業は、ほとんどの学生にと

って初めての体験です。人工腸が破れたり

空気が入ったりせず、器用に腸詰めができ、

見栄えの良いソーセージを作ることができ

ました。

［ソーセージの腸詰め作業をする学生］

愛知県産の

良質な豚肉を

使った手作り

のハム･ソー

セージは、肉

本来の旨みが

ギュッと詰ま

った、他では

味わえない逸

品となりまし

た。

さらに、牛

乳と卵を主原

料としたアイ

スクリームづ

くりにも挑戦

し、良質で乳

脂肪分を多く

含む原料を使

うことで、濃

厚な味わいに

仕上がりまし

た。

自分たちで作った加工品は、班ごとに少

しずつ出来映えが異なります。「筋切りが

[演習で作った加工品の数々]
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多すぎた」「たこ糸をしっかり巻いたので

形が崩れず、しっとりとしたハムに仕上が

って良かった」といった感想を話しながら、

皆で試食を行い、楽しい実習になりました。

学生にとっては、畜産物の加工という普

段できないことを体験する貴重な経験にな

りました。この演習を機会に、畜産物の生

産だけでなく流通や加工にも興味を持って

欲しいと思います。

（農学科 春日井 大輝）

農業者生涯教育研修

生産高度化研修（作物：茶業）を開催

11月６日(金)、農大において、「茶生産

の高度化・高品質化に向けて」をテーマと

した生産高度化研修を開催しました。新型

コロナウイルス対策のため参加人数を制限

し、茶生産者を中心に38名の参加となりま

した。

講師として農研機構果樹茶業研究部門

研究推進部の茶業連携調査役 吉田克志氏

をお招きし、「農研機構が育成した茶新品

種紹介 ―「せいめい」を中心に―」と題

し講演していただきました。最近栽培が増

加している抹茶に適した緑茶用品種「せい

めい」等の品種特性、栽培・加工上の注意

点について分かりやすく解説していただき

ました。

また、静岡県スマート茶業実証コンソー

シアム（静岡県経済産業部農業局お茶振興

課、株式会社マキノハラボ等）から、「茶

におけるスマート農業技術の実証」と題し、

作業記録ツール、リモートセンシング、乗

用型防除自動防除システム等の実証状況に

ついて、リモートにより講演がありました。

参加者に実施したアンケートの結果か

ら、参加者全員が参考になったと評価し、

新しい品種・技術の情報提供が好評で、有

意義な研修となったことが分かりました。

［リモートによる講演］

しかし、リモートによる講演において、聞

きづらさ、見づらさがあり、より良い研修

会とするための改善点が明らかとなり、今

後に活かしていきたいと思います。

（担い手支援科 杉浦 直樹）

果樹栽培における鳥獣害対策を学びました

農業者生涯教育研修（生産高度化研修）

が11月17日(火)に愛知県農業総合試験場

（実用化技術研究会）及び愛知県果樹振興

会との共催で開催されました。

今回のテーマは「果樹栽培における鳥獣

害対策（中型獣とカラスを中心に）」と題

し、県内からブドウ・ナシ生産者など70名

が参加しました。

はじめに、西三河農林水産事務所農業改

良普及課岡崎駐在室の林専門員から説明が

あり、アライグマ対策として電気柵の実証

試験の結果が報告されました。次に農業総

合試験場環境基盤研究部病害虫研究室の上

田直人技師から、カラス対策の新技術開発

として、止まり木に通電する実験結果の有

効性が報告されました。

次に東三河農林水産事務所農業改良普及

課の山口千明主任から、豊川市のナシ園に

おけるカラス対策が紹介され、テグスの設

置と効果について説明されました。
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［研修の様子］

講演後に意見交換が行われ、受講者から

は、設置費用や草刈りなどの手間について

質問があり、関心の高さがうかがわれまし

た。また、研修後のアンケート結果では、

参加者の８割以上が参考になったと回答し

ており、「すぐにでも取り入れられる」「参

考になった」など、概ね好評で、有意義な

研修となりました。

（就農支援科 柴田 健）

畜産（養牛）農家を対象に

生産高度化研修を実施

11月６日(金)、「乳牛の長命連産化に向

けた泌乳平準化技術の開発と経営性評価」

をテーマに研修会を東三河農林水産事務所

農業改良普及課大研修室にて開催しまし

た。県内農業者、ＪＡ職員、県・市関係職

員等46名が参加しました。

なお、研修会は新型コロナ対応のため、

「三密」を避けながら、検温・消毒・換気

を適時行い開催しました。

研究発表は、まず、農研機構北海道農業

研究センター酪農研究領域乳牛飼養グルー

プの田鎖直澄グループ長より、「乳用牛の

泌乳平準化による健全性向上技術の開発」、

次に、愛知県農業総合試験場畜産研究部養

牛研究室の佐藤 精主任研究員より、「乳

牛の泌乳平準化について～飼養管理面か

ら」、最後に、愛知県農業総合試験場企画

普及部経営情報研究室の荒巻 忍主任研究

員より、「乳牛の泌乳平準化について～経

済的視点から」の講演が行われました。

［総合討議の様子］

その後、愛知県農業総合試験場企画普及

部広域指導室の森下 忠主任専門員を座長

に、総合討議が行われ、乳用牛の泌乳平準

化に関する質問が多く出されました。研修

会は終始緊張感のある有意義なものとなり

ました。

（担い手支援科 杉浦 直樹）

県民公開講座

農福連携研修～基礎から学ぶ野菜栽培～

農福連携は農業と福祉が連携して、障が

い者の方々が農業分野での活躍を通じて自

信や生きがいを創出し社会参画を促す取組

です。農業分野では、労働力の確保などの

課題解決につながることも期待されていま

す。

近年、就労施設等において農業分野での

障がい者就労を目指した訓練や支援に取り

組む事例が増えている一方で、農業技術指

導を行う福祉施設職員が、農業に関する技

術や知識を学ぶ場が少ない現状です。この

ため、野菜栽培の基礎を学ぶ農福連携研修

を昨年に引き続き11月11日(水)に開催し、

９名が参加しました。

講師は農業大学校職員ＯＢの加藤國雄氏

にお願いし、豊富な経験と要点を押さえた
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資料に基づいて野菜栽培の基礎について講

義がありました。講義の冒頭では、「障が

い者が、感動する野菜の味に出会えば、栽

培にも意欲的になる」と考え、感動を与え

る野菜の種類とその収穫時期、食べ方等を

話されました。栽培管理については、「優

良な苗を無風時に植えて、かん水はしっか

りとやること」「同じ種類の品目を続けて

作付けすると、土壌病害が発生するため土

壌消毒が必要になる。同じ仲間の野菜を連

作しないように」「雑草管理は作付けする

半年前から耕耘して、種が土壌にこぼれな

いようにすること」等の基本事項をわかり

やすく説明されました。講義の後に、本校

のほ場を見学して栽培管理のポイントなど

に関するイメージを持っていただくことが

できました。

［加藤講師による講義の様子］

また、農業経営課の杉原主任主査から、

農林水産省の農福連携に係る事業の支援内

容の紹介や「ＪＡ愛知中央会の農福連携相

談窓口」の役割について説明がされました。

研修後のアンケート結果では、「次回講

義があれば聞きたい」「病害対策について

掘り下げて聞きたい」「これから始めるの

で勉強になった」等の意見が聞かれ、参加

者にとって満足度の高い研修会となりまし

た。

（就農支援科 河野 真砂子）

農大からのお知らせ

◇新型コロナウイルス感染防止の

ためのお願い◇

校内における新型コロナウイルス感染防

止の徹底を図るため、３つの密を避け、マ

スクの着用、手洗い・手指消毒を励行する

など、学生や研修生、職員への感染防止対

策に取り組んでいます。来校される皆様の

御理解と御協力をお願いします。

なお、行事等については、新型コロナウ

イルス感染症の状況により、延期もしくは

中止となる場合があります。その際は、農

業大学校ホームページ等でお知らせしま

す。

◇農大祭2020を12月５日に開催します◇

「未来へ継げよう農業への道 ～雨ニモ

負ケズ風ニモ負ケズ～」をテーマに、農大

祭2020を、12月５日(土)午前９時から正午

まで、農大で開催します。

学生・職員一同心を込めて準備に取り組

んでいますので、ぜひお越しください。

〈自慢の農畜産物直売〉

鉢物・緑花木専攻：シクラメン、アンスリ

ウム、シンビジウム、ハボタン、コチョ

ウラン、ポインセチア、パンジー、ビオ

ラ、各種観葉植物等

切花専攻：キク、バラ、ストック

作物専攻：もち米、コシヒカリ、あいちの

かおり、切り餅、わら細工、もみがらく

ん、炭

果樹専攻：ナシ、ブドウ、ジャム

露地野菜専攻：キャベツ、ハクサイ、ニン

ジン、レタス、ブロッコリー、カリフラ

ワー、サツマイモ、サトイモ、ホウレン

ソウ、ダイコン

施設野菜専攻：トマト、キュウリ

畜産グループ：堆肥（牛糞・豚糞）、乾燥
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鶏糞

養豚・養鶏専攻：鶏卵（名古屋コーチン、

紅白ミックス、烏骨鶏、アローカナ、ワ

ールドパック、どでか玉子）、プリン、

クッキー、わら細工

酪農専攻：ぎんなん

【直売（昨年の農大祭）】

〈催し物〉

・後援会提供の農産物等販売

・茶道部による茶道の紹介、茶道具の展示、

和菓子、竹細工の販売

・農大キャンパスツアー

・協賛団体・企業による展示・販売

・みあい特別支援学校 児童・生徒作品展示

〈御来場の方へ〉

公共交通機関では、名鉄名古屋本線美合

駅下車徒歩約10分です。

なお、会場への入口は、歩行者、車とも

に北門からになります。正門からは進入で

きませんので御注意ください。車でお越し

の方は、駐車場係の指示に従って御入場く

ださい。

当日は、できる限り公共交通機関を御利

用くださるようお願いします。

〈注意事項〉

・環境に配慮してレジ袋はありません。エ

コバッグ等を御持参ください。

・来場者は、マスクを着用してください。

また、発熱等の症状がある場合は来場を

控えてください。

・当日は、入口に受付を設置し、検温、手

指消毒、連絡先の記入をお願いします。

・受付終了時にシールをお渡しします。目

立つ位置に貼付をお願いします。再入場

時はこのシールを提示して入場してくだ

さい。

・スマートフォンをお持ちの方は、来場前

に新型コロナウイルス接触確認アプリの

ダウンロードをお願いします。

・新型コロナウイルス感染症の状況によっ

ては、中止や内容の変更を行う場合があ

りますので、農業大学校ホームページを

御確認の上、お出かけください。

・問合せ先：学務科（伊藤）0564-51-1602

◇緑の学園（１日農業体験学習）◇

・開催日時

12月24日（木）

午前10時から午後４時30分まで

（雨天実施）

・対象：主に高校生（農業を学びたい高校

卒業生を含む）

・定員：30名

・場所：農業大学校

・受講申込書を郵送又はファクシミリで研

修部まで送付してください。

（締切日：12月１日（火））

・詳細は本校ホームページを御覧くださ

い。

・問合せ先：就農支援科（柴田）

0564-51-1034
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◇令和３年度入学者選抜試験◇

一般入学一次試験

・出願期間：令和２年11月12日(木)から

令和２年11月26日(木)まで

・試 験 日：令和２年12月８日(火)

・合格発表：令和２年12月18日(金)

・試験科目：数学Ⅰ、小論文（800字以内）

面接試験

・募集人員：定員100名のうち推薦入学合

格者を除く人数

・受験会場：農業大学校

一般入学二次試験

・一般入学一次試験で合格者が定員に満た

なかった場合に実施します。

詳細については、一般入学一次試験の合

格発表日（12月18日(金)）以降に、本校

ホームページを御覧ください。

・問合せ先：学務科（近藤）0564-51-1602

◇生産物実習販売ごよみ◇

令和２年12月の生産物実習販売について

お知らせします。

・販売日：12月２日、９日、16日、23日

（祝日を除く毎週水曜日です。）

・時 間：午後３時から

・場 所：農業大学校体育館他

※なお、袋入り堆肥は、第２機械庫前で

販売します。（毎月第２水曜日）

・問合せ先：農学科(山本) 0564-51-1673

校内で家畜伝染病防疫対策実施中

農大では、鳥インフルエンザや豚熱

など、家畜伝染病防疫対策を以下のと

おり実施中です。来校される皆様の御

理解と御協力をお願いします。

○畜舎のある衛生管理区域への関係

者以外の立入禁止

○農大内の主要な通行ポイントに消

毒用の消石灰を散布

○関係車両等の消毒の徹底

（車両消毒槽、動力噴霧器）

○その他、諸防疫対策を実施

◇農業大学校の公式 SNS の

アカウントを開設 !! ◇

農業大学校の公式 SNS として Twitter、
Instagram のアカウントを開設しました。
ユーザーネームは「aichinoudai」です。
学校行事や専攻学習・実習販売の情報

等、日々の活動を投稿していきますので、

是非御覧ください。

・問合せ先：農学科（古川）0564-51-1673
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